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酒田っ子すくすくプラン（酒田市子ども・子育て支援事業計画、H27～31 年

度）の目標値の変更（案）について ～合計特殊出生率、出生数～ 

 

１．変更案について 

（１）記載箇所：「酒田っ子すくすくプラン（本編）第４章 次世代育成支援（指標の設定） 

４ 施策の効果の検証につなげる評価指標及び数値目標の設定」に記載 

（概要版：「プランの推進 プランの評価指標と数値目標（主なもの）」に記載） 

（２）変更案：下表のとおり 

全体 指標等 変更前後 
計画策定時の状況 

（H26 年度） 

数値目標 

（H31 年度） 

No.2 合計特殊出生率 
変更前 H24 年 1.36 1.50 

変更後 同上 1.70 

No.3 出生数 
変更前 H25 年 733 人 730 人 

変更後 同上 760 人 

  「やまがた子育て応援プラン」の指標 「合計特殊出生率 H25：1.50（東北大学再計算値）⇒1.70」 

 

２．変更理由について 

（１）酒田っ子すくすくプラン策定時の考え方 

 近年の県全体、酒田市の合計特殊出生率の推移から、現実的な目標値として設定しました。 

 【参考】山形県人口動態統計 

指標 県市 H21 年 H22 年 H23 年 H24 年 H25 年 H26 年 

合計特殊 

出生率 

県全体 1.39 1.48 1.46 1.44 1.47 1.47 

酒田市 1.46 1.49 1.43 1.36 1.54 1.51 

出生数 
県全体 8,715 人 8,651 人 8,555 人 8,212 人 8,159 人 7,966 人 

酒田市   776 人   776 人   727 人   681 人   734 人   680 人 

（２）変更の理由 

  平成 27 年 10 月に、本市の中長期的な人口減少対策として策定した「酒田市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略（平成 27～31 年度）」の中で、「結婚・出産・子育ての希望がかなう酒田を

つくる」ことにより、より戦略的な目標値（5 年後の合計特殊出生率 1.7（出生数 760 人））を

掲げました。これを受けて、酒田っ子すくすくプランも目標数値を変更するものです。 

 
【参考】「酒田市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（抜粋） 

  基本目標 Ⅰ．”働きたい”がかなう酒田をつくる ⇒［5 年間で新規就業者 600 人創出］ 

 Ⅱ．酒田への新しい人の流れをつくる ⇒［5 年間で移住者数 300 人］ 

Ⅲ．”結婚・出産・子育ての希望”がかなう酒田をつくる  

⇒［5 年後の合計特殊出生率 1.7（出生数 760 人）］ 

Ⅳ．”つながり”と”安心”にあふれた「住み続けたい」酒田をつくる 

 ⇒［住民意識調査で「住みよい」と回答した者の割合 100％（H27：72.6％）］ 
 
○まち・ひと・しごと創生に向けた施策に取り組むにあたっては、酒田市の強み（個性、魅力）を 

最大限活用していかなければなりません。さまざまな主体と連携し、酒田が一体となって、酒田 

の地域資源を磨きあげ、活かしていく必要があります。 
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